
本校では，昨年度までの２年間，外国語活動の研究を行ってきた。昨年度その研究公開を終え，

とりあえず節目とし，本年度から下の新たなテーマで研究をスタートすることになった。しかしな

がら，下の研究主題からは，幅広く，いろいろな研究内容が考えられる。そこで，研究の方向性を

しっかりと定め，焦点化を図るために，本校の子どもの実態把握や教師の思いを調査研究すること

から始め，具体的にどのように研究を進めるのかを協議し，次のような構想を立てた。 

 

 

１ ２３年度研究の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの研究実践 

 (1) 仮説Ⅰ研究班（授業づくり班）の実践 

  ア 研究の視点を入れた指導案形式の作成 

    今回，研究教科はしぼらずに，研究授業を２回(１１月，１月)実施することにした。そこで，

指導案については，どの教科にも対応できること，指導案作成だけに時間がかかりすぎず，教

材準備等いろいろな面に時間をかけられること，また，研究に関わる授業づくりの視点が明確

になることを重要視して，指導案形式を工夫することにした。 

[研  究  主  題] 

思いやりの心をもち，豊かな人間関係を築く子どもの育成 

～お互いを認め，みがき合う集団づくりの研究～ 

[研究仮説１] 

 各教科において，自分の考えをもち，友達と伝え合うことのできる授業を展開すれば，互い

に認め，みがき合う子どもが育つであろう。 

 

[研究仮説２] 

教科以外の活動において，人間関係をよりよくする体験の場を意図的に設定すれば，互いを

認め，みがき合う子どもが育つであろう。 

 

[願う子ども像] 

○ 自分の思いや考えをもつことができる子ども 

○ 自他のよさを認め，伝え合うことのできる子ども 

[研究組織・研究内容]  

◆ テーマ研修の計画や理論面については，テーマ研修推進委員会(研修係，教務係，各班長で

構成)を設置し，迅速に各班におろしていく体制を組む。 

 

 

 

 

 

仮説２研究班・・・つながる人間関係づくり研究班 

(主となる研究内容) 

○ 子ども同士がつながる活動計画及び実践 

 ・自己肯定感を高める実践 

 ・学級集団における適応感を高める実践 

 ・友人関係を高める実践 

○ 学習規律と集団規律の確立のための実践 

○ 教師と子どもの信頼関係づくりの実践 

  

仮説１研究班・・・みがき合う授業づくり研究班 

(主となる研究内容) 

○ みがき合う授業における基本的な指

導法の確立 

 ・「自分の考えをもつ」ための手立て 

 ・「考えを伝え合う」ための手立て 

 ・「子ども相互が認め合える」ための手    

  立て 



《指導案形式》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 一人１授業の取組体制 

    研究授業以外に，一人１授業と称して，担任，専科をもつ全教員が，子どもが互いに認め，   

   みがき合う授業づくりに努め，その成果や課題をまとめ報告する体制を組んだ。多くの授業   

      実践から，より効果的な指導法が見出せ，さらに研究を深めるポイントが明らかになるのでは 

   ないかと期待する。 

    

《一人１授業の報告書形式》 

    

 

 



 (2) 仮説２研究班(人間関係づくり班)の実践 

  ア 子どもがつながる活動の演習 

    子ども同士の関わりを持たせ，よりよい関係づくりを築くために活動として構成的グループ 

   ・エンカウンターエクササイズを中心に取り上げ，その演習を定期的に行っている。その手法 

   を身につけ，朝の会や帰りの会，学級活動，道徳など様々な教育活動に組み入れ実践できれば 

   と考える。 

   《演習ワークシート》 

    

  

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 一人１実践の取組体制 

    一人１授業と同様に，子どもがつながる実践(教科以外)を全教員が行い，それをまとめ報 

  告する。また，子どもたちが豊かな人間関係を築くための実践を計画するうえで，参考資料 

  となる資料となるチェックリストを作成することにした。教師が目の前の子どもたちに接し， 

  よりよい人間関係をつくるためにどんなことが必要か，また，どんな点が足りないのかとい 

  った視点で学級の子どもたちを分析し，それに対する手立てを考えることができるものであ 

  る。  

   《一人１実践の報告書形式》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ウ 子どもの実態把握のためのアンケート(中郡キラキラシート)の作成 

    人間関係において，子どもたちの現段階の状況を把握する，また今後，研究実践の成果 

   探るために調査シートを作成することにした。 

   《キラキラシート４～６年用》 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後について 

  現在，研究実践の土台がやっとできあがったという状態である。ここから研究授業，一人１ 

  授業，ショートエクササイズの演習，一人１実践を行い，研究を一気に進めていく計画である。 

 今後その成果と課題を明確にしながら，研究をまとめていきたい。そして，豊かな人間関係を  

 築くことにつながる，授業やその他の教育活動における本校なりの指導法や実践を追求してい  

 きたい。 

 

 

 

 

  


